
無事故で工事完成に向けた取り組み
＝新丸山ダム工事事務所工事安全協議会総会＝

新丸山ダム工事事務所（以下「新丸」）は、新丸山ダム建設（治水対策）をとおして
地域の安全を確保することを目的としています。

新丸山ダム建設時おいても、工事現場（第三者災害を含む）の安全対策が重要との認
識から、平成２３年２月１７日新丸発注工事の労働災害の防止等を目的に、新丸山ダム
工事事務所工事安全協議会総会（以下「安全協議会」）を周辺自治体（各務原市、坂祝
町、八百津町）担当の方にも参加を呼びかけ、３４名の参加で開催しました。

＊参加者からは、「災害事例に学ぶ安全対策の講演が良かった。」「リスクアセスメン
トの認識が高まった。」等意見を頂きました。（アンケート結果より）
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安全（無事故で工事完成）の誓い
栗山組(株) 各務 現場代理人

【安全協議会での主な内容】
●『災害事例に学ぶ安全対策』

（社）日本土木工業会 杉山 眞一
氏
●『リスクアセスメント』

関労働基準監督署安全衛生課 早川 政志
課長
● 『救命講習及び実務』

可茂消防中消防署八百津出張所 渡辺 徳男
所長

『救命講習及び実務』
多くの参加者から心肺停止時の蘇生方法が講評でした。

安全協議会状況
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